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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第74回

老
朽
化
す
る
わ
が
国
の
病
院
建
物

　

最
近
、
病
院
建
物
の
建
築
費
が
大
幅
に
上
昇
し
、

建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
る
病
院
関
係
者
を
悩
ま
せ

て
い
る
。
病
院
建
築
費
の
上
昇
で
、
建
て
替
え
を
延

期
や
中
止
す
る
病
院
が
相
次
い
で
い
る
。
本
コ
ラ
ム

で
は
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国
の
病
院
の
老

朽
化
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。
そ

も
そ
も
、
な
ぜ
病
院
建
築
費
が
高
騰
し
て
い
る
の
か
。

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ロ
ー
コ
ス
ト
の
病
院
を
建
築
で

き
る
か
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

　

わ
が
国
の
病
院
建
物
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

本
年
５
月
26
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
全
国
の
病
院
建
物
に

関
し
て
老
朽
化
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、

築
40
年
以
上
の
病
棟
が
全
国
で
１
６
０
０
カ
所
余
り

あ
る
こ
と
を
報
道
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
厚
生
労
働
省

が
全
国
の
病
院
に
「
病
床
機
能
報

告
」
で
各
病
棟
の
建
設
年
を
報
告

さ
せ
て
い
る
も
の
を
集
計
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で

は
、
築
40
年
以
上
の
病
棟
が
全
国

で
１
６
２
３
カ
所
あ
り
、
病
棟
全

体
の
27
％
を
占
め
て
い
た
。
病
棟

数
で
は
東
京
都
が
最
も
多
く

１
４
７
カ
所
、
大
阪
府
が
２
番
目

で
１
３
４
カ
所
、
北
海
道
が
96
カ

所
と
都
市
部
や
地
方
を
問
わ
ず
病

院
建
物
の
老
朽
化
は
進
ん
で
い

る
。
東
京
都
と
大
阪
府
の
病
院
建

物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
病
院
周
辺
の
土

地
が
密
集
し
て
い
る
の
で
、
建
物
を
現
地
で
は
建
て

替
え
に
く
い
た
め
で
あ
る
。
現
地
建
て
替
え
の
場
合
、

工
期
が
長
く
、
仮
設
費
用
も
か
さ
み
、
建
設
費
は
膨

大
な
も
の
と
な
る
。
で
は
別
な
土
地
が
求
め
ら
れ
る

か
と
い
う
と
、
地
価
が
高
く
、
入
手
は
困
難
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
建
物
の
建
て
替
え
に
手
を
つ
け
ら
れ

ず
、
古
い
ま
ま
と
な
る
。

　

厚
生
労
働
省
も
全
国
の
病
院
建
物
の
老
朽
化
に
つ

い
て
は
問
題
視
し
て
い
る
。
本
年
８
月
８
日
の
「
第

２
回
地
域
医
療
構
想
及
び
医
療
計
画
等
に
関
す
る
検

討
会
」
で
、
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
議
論
が
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
図
表
１
の
よ
う
に
２
０
２
４
年
度
の
病

院
機
能
報
告
を
元
に
し
た
建
築
時
期
別
の
病
棟
数
が

示
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、「
医
療
機
関
の
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
中
、
再
編
や
統
合
の
取
組
、
老
朽
化
の

た
め
の
建
て
替
え
は
必
要
で
あ
る
が
、
医
療
機
関
の

建
築
費
は
年
々
増
加
し
て
い
る
」「
現
時
点
で
は
約

１
６
０
０
病
棟
、
約
16
万
床
分
で
築
40
年
超
と
見
込

ま
れ
る
。
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
の
協
議
に

当
た
っ
て
は
、
建
て
替
え
も
含
め
て
実
現
が
可
能
か

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」と
報
告
さ
れ
た
。

病
院
建
築
費
を
考
え
る（
そ
の
１
）城

西
大
学
経
営
学
部
教
授　

伊
関
友
伸

図表１  建築時期別の病棟数

図表２  ある地方中核市の病院の経営主体・病院建設年

令和７年８月８日第２回地域医療構想及び医療計画等に関する検討会資料

設置主体 建築時期（最も新しいもの） 2025年での経年数
市町村 2002 23
市町村 2000 25
公的病院 2006 19
医療法人 1974 51
医療法人 2014 11
医療法人 2002 23
医療法人 1987 38
医療法人 2015 10
医療法人 2009 16
医療法人 2003 22
医療法人 2004 21
医療法人 2000 25
国立病院機構 1975 50
医療法人 1996 29
医療法人 1971 54
市町村 1975 50
社会福祉法人 2000 25
公的病院 ー ー
社会福祉法人 2006 19
公益法人 1985 40
医療法人 2003 22
医療法人 1999 26

建築時期は最も新しい建物の完成年を表示している。それより古い建物がある
場合も存在する。
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図
表
２
は
、
筆
者
が
あ
る
地
方
中
核
市
に
つ
い
て
、

経
営
主
体
と
建
設
年
に
つ
い
て
一
覧
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る（
建
築
時
期
は
最
も
新
し
い
建
物
の
完
成
年

を
表
示
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
古
い
建
物
が
あ
る
場

合
も
存
在
す
る
）。
経
年
数
で
見
る
と
、
や
は
り
築

40
年
や
50
年
な
ど
建
物
が
非
常
に
古
く
な
っ
て
い
る
。

逆
に
言
え
ば
、
築
10
年
が
一
番
新
し
く
、
10
年
以
内

の
病
棟
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
地
域
に
は
な
い
。

病
院
の
建
て
替
え
の
必
要
性

　

筆
者
は
ロ
ー
コ
ス
ト
の
病
院
建
築
を
研
究
テ
ー
マ

の
一
つ
と
し
て
お
り
、
建
設
年
の
古
い
病
院
を
訪
問

す
る
こ
と
も
多
い
。
訪
問
し
て
感
じ
る
の
が
、
古
い

建
物
で
は
医
療
を
提
供
す
る
に
は
困
難
を
き
た
す
こ

と
だ
。
病
院
建
物
の
構
造
体
は
使
え
て
も
、
配
管
が

劣
化
し
て
水
漏
れ
を
す
る
。
空
調
が
効
か
な
い
。
空

調
は
最
近
の
夏
の
温
度
上
昇
で
は
、
酷
暑
時
に
は
冷

房
が
全
く
効
か
な
い
と
い
う
病
院
も
多
い
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
厨ち
ゅ
う
ぼ
う房も

調
理
で
熱
が
発
生
す
る
た
め
、
空

調
が
効
き
に
く
い
施
設
の
一
つ
で
あ
る
。
古
い
厨
房

の
場
合
、
外
部
か
ら
虫
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
侵
入
を
防

ぎ
に
く
い
場
合
も
多
い
。
手
術
室
は
狭
く
、
手
術
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
大
型
医
療
機
器
が
入
ら
な
い
。
何
と

か
入
れ
て
も
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
く
、
使
い
に
く

い
こ
と
が
多
い
。
病
棟
も
４
〜
８
床
の
多
床
室
が
多

く
、
患
者
の
希
望
の
多
い
個
室
は
少
な
い
。
看
護
師

な
ど
の
休
憩
室
や
仮
眠
室
も
狭
く
、
劣
悪
な
環
境
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
最
近
で
は
女
性
医
師
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
が
、
古
い
建
物
は
女
性
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
に
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
古
い
建
物
で

は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
若
い
医
療
人
材
が
勤
務

し
な
い
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
は
私

た
ち
の
記
憶
に
新
し
い
が
、
古
い
建
物
で
は
新
興
感

染
症
対
応
で
き
な
い
。
新
し
い
建
物
で
、
動
線
の
考

慮
、
個
室
化
、
陰
圧
対
応
、
感
染
症
外
来
設
置
、
な

ど
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
を
踏
ま
え
て
対
応
す

べ
き
と
考
え
る
。
個
室
は
、
感
染
症
対
策
だ
け
で
な

く
、
男
女
関
係
な
く
入
院
可
能
、
子
ど
も
な
ど
に
つ

い
て
家
族
の
付
き
添
い
が
可
能
、
お
見
舞
い
の
時
間

が
長
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
逆
に
、
古

い
建
物
の
ま
ま
で
は
患
者
も
他
地
域
・
病
院
に
流
出

し
や
す
く
な
る
。

病
院
建
物
は
国
民
の
最
重
要
イ
ン
フ
ラ
資
産

　

筆
者
は
病
院
の
建
物
は
、
国
民
に
と
っ
て
の
最
重

要
の
イ
ン
フ
ラ
だ
と
考
え
て
い
る
。
民
間
病
院
を
含

め
た
病
院
建
物
に
つ
い
て
、
国
民
的
な
視
点
で
計
画

的
に
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

し
か
し
、
現
在
は
、
病
院
建
築
費
の
高
騰
、
診
療
報

酬
の
抑
制
も
あ
っ
て
病
院
建
築
を
中
止
す
る
医
療
機

関
が
続
出
し
て
い
る
。
特
に
民
間
病
院
は
ほ
と
ん
ど

新
規
建
築
が
止
ま
っ
た
状
況
に
あ
る
と
聞
く
。
そ
も

そ
も
診
療
報
酬
自
体
は
病
院
の
建
て
替
え
費
用
を
考

慮
し
た
も
の
で
は
な
い
。
病
院
運
営
で
さ
え
赤
字
と

な
る
診
療
報
酬
で
病
院
の
建
て
替
え
費
用
を
賄
う
こ

と
は
無
理
が
あ
る
。
診
療
報
酬
だ
け
で
は
な
く
て
、

国
や
地
方
自
治
体
が
医
療
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
視
点

か
ら
補
助
金
を
き
ち
ん
と
出
し
て
支
援
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
医
療
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
国
民
に
と
っ
て

一
番
大
事
な
施
設
を
、
限
ら
れ
た
診
療
報
酬
の
中
に

お
い
て
自
助
努
力
で
建
て
替
え
を
し
ろ
と
い
う
の
は

お
か
し
い
と
考
え
る
。

　

自
治
体
病
院
に
つ
い
て
は
、
病
院
建
築
に
対
し
て

公
営
企
業
債
に
よ
る
地
方
交
付
税
措
置
や
地
域
に

よ
っ
て
は
過
疎
債
、
さ
ら
に
は
国
の
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
に
よ
る
補
助
金
な
ど
、
民
間
病
院
に
対
し

て
恵
ま
れ
た
財
政
措
置
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
最
近
の
建
設
費
の
高
騰
は
、
自
治
体
病
院
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
病
院

を
建
て
替
え
る
場
合
、
徹
底
的
な
ロ
ー
コ
ス
ト
建
築

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。
次
回
は
、
な
ぜ
病
院
の

建
築
費
が
高
騰
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
を
し

た
い
。
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